
山
下

二

等

大

越長
田

堀
川

東

四
郎
（
み
か
ん
）

幹
夫
（
大
豆
）

実

(

”

)

広
衛
（
小
豆
）

‘
 

(ll 

（

豆

ヽ

三
瀕

中
宮

河
野

山
中

富
永

写学

0

主
な
入

，
 

E
r
U
勺

笠
ー
し
＇

久
網
（
大

お
き
び

米

）
お
き
び
）

1

ノ]
 

下
~
鼻
ヽ
1

七
日
開

賤
家
の

体
の
協

！

早

朝

か

有

終

了

し

産

他

の

出

品

状

況

次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

0

出
品殻

公
平

一
郎
（
白

美
茂
（
大

一
（
カ
プ
）

忠
應
（
ゴ
ポ
ー
）

富
永
ミ
ッ
ル
（
み
か
ん
）

代

楠

（

柿

）

四
郎
（
み
か
ん
）

勇

（

柿

）

富
永

三

等

三

0
点

略

な
お
当
日
第
二
会

中
は
体
験
発
表
、
午

と
し
て
県
下
に
有
名

年
お
ど
り
、
愛
大
教

の
諮
演
が
多
数
の
参

進
め
ら
れ
た
が
、
青

を
通
じ
て
研
究
さ
れ

加
者
に
多
く
の
示
唆

、
肱
川
愚
業
に
明
る

た

。

又

股

民

の

中

に

自

然

に

れ

「
豊
年
お
ど
り
」
は
、

の
中
に
さ
そ
い
乍
ら
、

哀
歓
を
う
た
い
あ
げ
て

だ
。
更
に
講
｝

の
メ
ス
を
入
4

く
り
の
方
向
L

と
説
き
多
大
（

時
終
了
し
た
。

類
第
一
回
肱
川
農
業
祭
盛
会
裡
に
終
る

い
川
日
月

＼
八
り

肱

発

村

行

役 楊

/75g。/2入20

編

肱

七日
九
日

日
任
期
満
了

選
学
は
一
月
一

,
'
9
,
f
'
，

1
,
9
9
9
t
1
,
1
,
9
,
1
,
1
 

四
日

一

じ

日

郡

内

町

村

を
中
野
小
学

催

ニ

四

日

よ

り

紐

痘

二

五

日

県

体

育

課

貌

に

ボ

ー

ト

連
盟
理
事
等
ポ
ー
ト
レ
ー
ス

予

定

地

の

視

察

鹿

野

川

附

近

の

飲

料

水

井

戸

殆

ん

ど

断
水
の
た

二
七
月

十
二
月

-
H
f
'
防

火

テ

ー

泊

防

団

こ

い

て

は

各

分

侮

に

各

行
い
防
火
宜
伝
に

村
で
は
さ

者
の
第
一
回

そ
の
結
果
三

。
村
は
更
に

殷
家
の
移
住

が
、
県
と
密

在
愛
媛
村
建
設
の
た
め
に
限
↓

を
娩
め
つ
つ
あ
る
南
伯
に
f

限
り
集
団
し
て
移
住
が
出
来

に
し
た
い
と
考
え
て
お
る
。

、
家
族
の
構
成
、
移
住
者

ち
が
い
で
、
全
部
一
カ
所

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か

の

J

ふ

叩

,

1

V

J

 

ヽ

J

南

ブ

ラ

ジ

に

第
二
の
肱
川
を

造

う

十
八
日
執
行
の

、
こ
の
選
挙
に

現

在

で

調

製

し

人

名

簿

に

よ

っ

て

行

う

な

り

ま

す

が

、

こ

の

名

薄

に

れ

又

は

そ

の

后

選

挙

喪

格

が

方

の

た

め

、
補
充
名
簿
を
調
製
す
る
こ
と
こ

り
ま
す
。
こ
の
補
充
名
簿
の
登

本
人
の
申
告
を
要
し
ま
す
の
で

意

下

さ

い

。

、

調

日

等

決

定

し

ま

P
9
 

県

の

米

を

充

分

に
米
の
隅
ー
少
く
と
も
月
十

す
る
よ
う
力
し
て
い
ま
す
。

ヤ
ミ
米
を
な
く
し
ま
し
よ
う

ャ
、
、
、
米
を
な
く
し
て
余
剰
米
を
め
正
し
い

ル
ー
ト
で
多
く
配
給
せ
ん
と
す
る
運
動
に
是
非
界

非
協
力
し
て
下
さ
い

本
年
は
ヤ
ミ
米
流
し
を
強
く
取
締
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す

ど
う
か
充
分
御

協
力
下
さ
い

さ
つ
て
違
反

め
て
各
宋
庭

日
分
の
配
給
を

販
売
余
力
米
が
の
こ
ろ
も
の

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

も
し
こ
れ
が
、
自
由
米
と

れ
る
と
す
る
と
、
食
管
制
度

か
ら
く
ず
れ
、
農
家
経
営
に

彩
響
を
及
底
す
も
の
と
の
芍

と
に
、
今
全
県
下
に
こ
の
運

開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

9

み
な
さ
ん
が
既
に
知
つ
て

る
よ
う
に
、
米
の
統
制
ー
食

制
度
は
今
で
は
消
費
者
の
た
め
の
も

の
で
な
く
、
外
国
の
安
価
な
農
産
物

か
ら
日
本
股
業
を
保
設
す
る
役
目
を

も
ち

f

米
価
を
中
心
と
す
る
、
主
要

陀
物
の
価
格
及
流
通
統
制
に
よ
っ

牒
産
物
価
格
が
維
持
さ
れ
て
お
る

見
て
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん

J

一
度
米
が
自
由
化
す
る
と
そ
の

讐
は
各
方
面
に
伸
パ

一
屑
捻
び
や
か
わ
｝

。
米
を
中
心
と
i

る
こ
と
は
、
た
2

梢
だ
け
の
問
閲
一

自
分
た
ち
の
生
ギ

状
を
見
る
と
ト

は
足
し
て
お
ァ

う
は
大
き
な
四

協
力
に
よ
（

柱
で
あ
る
｝

゜

l

つ

II II 

四 一久
疇

四
八

尺九サ福キ
カク
ェ ー ノ

野野

十
一
月

―

一

日

視

光

を

開

く

一

六

日

郡

内

場

職

員

大

会

高
砂
グ
ラ
ン
ド
及
中
野
小
学

校

に

お

い

て

開

催

午

后

七

時

よ

り

久

松

知

事

来

村

役

場
階
上
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ

に
ス
ラ
イ
ド
を

町

下

鹿

の

川

死

亡

者

卜

閥

9, 中教大市上白

鹿の
屋之の 木柳

畦 JIl石瀬．津員

河二山向保木

上野宮本

ぁ．

子い泉理明子

積村

文

部出

生

者臨

玉東久氏 一
地

井

誠忠名

猛志

月
の
出

と

・
三

0
日
現
在

村
の
人
口
移
動



昭
和
三
十
三

上
、
航
空
の

あ

り

ま

す

。

希

は

談
の
上
応
募
し
て
下
さ
い
。

紙
は
村
役
場
に
あ
り
ま
す

付

十

二

月

二

十

日

一

四
日
ま
で

十
八
才
以
上
ー
ニ

未
満
の
中
学
卒
業

労
力
の
あ
る
男
子

初
任
級

円

待 資 受

遇

学

児

に

つ

い

て

の

調

製

を
し
て
お
り
ま
す
か
ら
左
の
点
御
注

意
下
さ
い
。

0

三
十
四
年
入
学
児
は
昭
和
二
十
七

年
四
月
二
日
か
ら
二
十
八
年
四
月

一
日
ま
で
に
出
生
の
児
竜

0

住
民
発
録
に
よ
っ
て
調
査
し
て
い

庄
す
か
ら
住
民
登
録
を
し
て
い
な

い
人
は
、
至
急
に
届
出
を
し
て
下

さ
い
。

鴻

0

本
年
か
ら
学
校
保
健
法
に
よ
り
一

月
中
に
籾
密
な
身
休
検
宵
と
、
知

能
テ
ス
ト
を
行
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
名
簿
の
調
製
を
急
ぎ
ま
す

か
ら
至
想
に
届
け
出
て
下
さ
い
。

0

盲
聾
児
、
肢
体
不
自
由
児
等
に
つ

い
て
は
夫
々
特
殊
な
進
路
を
必
要

と
し
ま
す
か
ら
、
早
目
に
相
談
し

て
下
さ
い
。

0

新
入
児
に
つ
き
御
疑
問
の
点
は
教

ヘ
御
相
談
下
さ
い
。

昭
和

会
宮

武

去
保

i

制
度

坪
駆
者
福

乙
を
福
祉
三

よ
り
、
：
一
応

の
で
あ
る
が
、
法
律
に
は
一

い
、
予
算
に
は
制
限
が
あ
゜

限
界
の
す
れ
す
れ
で
漏
れ
た
人
又

一
朝
家
庭
に
事
故
が
起
れ
ば
保
詞

対
象
に
な
っ
て
居
る
気
の
海
な
人

に
は
、
ど
う
し
て
も
法
外
の
援
護

必
要
で
、
之
等
の
人
々
に
対
す
る

民
全
体
の
温
い
助
け
あ
い
の
運
勁

、
共
同
募
金
で
之
も
全
部
に
行
き

る
に
は
程
遠
く
、
保
護
を
受
け
て

る
人
で
も
、
最
低
生
活
の
保
障
に

誉
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
年
末
に
当
り

f

歳
末
助

あ
い
の
運
動
を
起
し
、
皆
椋
の
店

の
こ
も
っ
た
、
義
損
金
品
を
集
め

ず
村
内
の
気
の
蒋
な
人
々
に
大

を
配
分
し
、
又
一
部
を
県
内
に

る
社
会
施
設
又
は
個
人
で
気
の
毒

人
々
に
届
け
、
み
ん
な
で
明
る
い

し
い
お
正
月
を
し
て
頂
く
た
め
に

村
内
の
皆
様
に
同
情
袋
を
配
り
、

願
い
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

以
上
簡
単
に
申
述
ぺ
ま
し
た
趣
旨

御
賛
同
下
さ
い
ま
し
て

r

多
少
に

f

わ
ら
ず
、
真
に
湿
い
お
心
の
こ

た

御

i

を
お
頴
い

しま

匹

の

方

々

と

、
皆
様
の

於差＂

i

-

r

こ
と
に
い

し

四
年

入
学
児
に

つ
い
て
お
願
い

末
た
す
け
あ

運
動
忙
つ

お
願
い

の
落
葉
の
処
理

粟
な
ど
落
薬
果
樹
の

園
で
は
、
反
当
り
一

0
0
f
以
上

も
落
パ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
そ

の
ま
ま
に
す
る
と
病
害
虫
の
巣
と

な
り
ま
す
か
ら
へ
、
深
さ
一
尺
位
の

穴
を
堀
つ
て
う
め
ま
す
。
す
る
と

大
体
病
虫
源
は
死
に
ま
す
。
焼
い

て
も
死
に
ま
す
が
、
有
機
質
を
灰

に
す
る
よ
り
肥
料
に
す
る
方
が
よ

い
。
特
に
「
な
し
」
の
黒
星
病
｀

黒
斑
病
、
柿
の
落
葉
病

r

プ
ド
オ

ゾ
病
、
ウ
ド
ン

黒
痘
病
、
ロ
キ

病
の
多
い
園
で
は
葉
の
処
理
を

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。，＇ 

人
式

メ

空」を発行していま

します。

0

0
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ること）

とを問わず広く各有志

と
納
税
に
つ
い
て
'

税
金
納
入
の
際
必
ず
納
入
告
知

賛

又

は

納

付

綺

に

納
入
す
る
こ
と

卒
よ
ろ
し
く
お
頴
い
し

9

あ

と

が

納

入

告

知

罰

又

は

に

若

錯
誤
又
は
間
違
い
が
あ
る
場
合

は
受
取
っ
て
よ
り
一
月
以
内
に
連

る

こ

と

一

部

負

担

金

）

0

欧

ね

る

ち

も

藉
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
師
走
の
声

を
勘
く
と
あ
わ
た
ゞ
し
さ
の
中
に
も

年

間

の

こ

と

が

さ

＼

0 みよ営二‘皇れ
来たうみコ．、伊太る
年い努が 1豆子゜
は゜力少スの妃
早 ししの台の
々日たで中風
に ーもで等

良‘々
く小

ふなさ
つなな
て人僅

つゆ 間件勤
てくのや評

い

挙

と

な

選

挙

の

年

に
も
な
る
。
政
治
が
一
人
一
人
の
生
活

に
つ
な
が
る
こ
と
を
思
つ
て
、
正
し
く

f
]

正
し
い
人
を
選
び
た
い
。

0

鹿
の
川
で
は
子
供
達
が
毎
夜
｀
夜
廻

り
を
し
て
畜
戒
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

消
防
団
も
年
末
笥
戒
を
は
じ
め
た
。
年

末
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
戸
締

り
、
火
の
元
な
ど
特
に
厳
重
な
御
用
心

を
お
鼠
い
す
る
。
特
に
心
の
戸
締
り
、

心
の
火
の
元
に
御
用
心
を
。

0

当
村
で
も
ダ
ム
が
来
年
は
完
成
す
る

筈
で
、
何
と
な
く
落
着
か
な
い
数
年
で

あ
っ
た
が
完
成
を
一
転
機
と
し
て
増
々

忙
が
し
く
、
多
雑
な
事
業
の
逐
行
に
一

そ
う
の
努
力
を
決
意
し
て
い
る
。

一
九
五
八
年
の
御
協
力
に
屈
す
る
と

共

に

、

九

五

九

年

の

の

の
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明
茫

て

梵
生

な
ら
昭
和

l

い
な
け

な
ど
ん

崎

伽

乞

明

ー

の
浩
勤
の
方
向
芝
明
確
に

罰
圃
青

鱈
T
活
動

団
一
め
に

間
｀
に

―
―
亀
に
各

i

労
眠
浩
、
大
正

れ
て
芝

し‘

い
る
の

｀
 

っ

己
る

こ`

昭
和
泌
耳
夕
月
位
心
曰
拿
日
）

¥
r
A
、

ー

>[［ 

二
肱ll

喜
各
欝
扇
孟
喜

蛍
団
一
＝
名
以
上
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